























































































































































































































































































































































































































先生の方へは上ると云つて返事をしてくれたまへ、それから君を誘ふよりも順路だから僕を誘ひに来 いか（新宿のり へ）市内に出て行くの 大迂回だ













































































































時間論」を提出し 哲学科を首席で卒業、大正九年七月まで四年間大学院に籍を置き、大正六年四月から十年三月まで四 間哲学科研究室副手に任ぜられ、学究としての道を進む。そして引続き大正十年七月多くの先輩より先に文部省在外研究員として留学し、ドイツのフライブルグ大学へ二年間在学しフッセル教授の下に哲 を研究し、大正十三年一月 帰国する。　
大学院で研究していたヘルマン・コーエンからフッセル
 に行った













































































































































































































































































































































































































































































番だったが、後に南寮四番。第三巻明治四十四年十一月十二日条「此ごろのこと」に「この九月から文科は南寮四番と中寮三番に分れた。中寮三番 ハ、」「成瀬」とあって、「成瀬君が南寮へゆくことになった。」とある。しかし、この成瀬『日記』の記事は翌四十五年五月二十七日のことなので、再び元の中 戻っ ようだ。
（
18）石岡久子「翻刻
｢ 成瀬正一日記」」（一）『香川大学国文研
究』第二一号、一九九六年九月
（
19）原文「大西税」を「大西祝」に改めた。
（
20）最近も、近代日本哲学の確立者の全貌を伝える初の撰集とし
て三部三巻の大西祝撰集を岩波書店が企画し、Ⅰ巻哲学篇が昨年十一月に、Ⅱ巻評論篇が本年二月に出た。
（
21）藤岡眞佐夫『父母の思い出とともに』私家版一九九八年十一
月
（
22）明治十七年（一八八四）東京大学に哲学を考究する学会「哲
學会」が創設され、二十年二月より機関誌『哲學会
雜
誌』を
刊行。二十五年六月に改名。
（
23）『文藝春秋』（芥川龍之介追悼号）昭和二年九月号など、
『芥川龍之介全集』第十 巻
 岩波書店
　
第一刷
1997.2 第二刷
2008.4
（
24）『文藝春秋』（芥川龍之介追悼号）昭和二年九月号 『菊池
寛全集』補巻
 高松市菊池寛記念館
 平成十一年二月
（
25）このマインレンデルを、芥川がどこから得てきたのかについ
て、広津和郎が問題にし、久米正雄が曖昧に答えているが（「芥川龍之介研究作家研究座談会（十一）」『新潮』昭和十年七月）、宇野浩二もそれに触れて、森
鷗
外の『妄想』か
らであろうとの説に同感するという（宇野浩二『芥川龍之介』文芸春秋新社
 一九五三年十月）。芥川は『河童』でも
「マイレンデル」という形で言及しており、『妄想』も読んでいた可能性が高い。 年譜」大正六年三月八日条に「
鷗
外『山椒大夫』を再読し、改めてその手腕に感服する」とある。
